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コロナ対策から企業力を強化。
東急ストア全品が自動発注の対象に。

緊急時の事業継続用自動発注システム「sinops-BCP」を 9月 30 日まで無償提供
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株式会社シノプス（本社：大阪府大阪市、代表取締役：南谷 洋志、以下「当社」）は、新型コロナウ
イルス感染症対策の１つとして、事業継続用自動発注システム 「sinops-BCP」 の無償提供を開始し
ました。まずは、「sinops」のユーザー様である株式会社東急ストア（本社：東京都目黒区、代表取
締役社長：須田 清、以下「東急ストア」）に導入することを決定いたしました。

新型コロナウィルス感染症の拡大による緊急事態宣言後も、 食品スーパーマーケットは消費者の生活
維持の要として営業を続けています。 しかし、従業員の体調不良・家族の世話などで出勤できない従
業員が増加し、店舗の運営維持が困難になりつつあります。 特に店舗運営の維持に不可欠な発注業務
は、経験に頼る部分が多く属人的で、発注担当者の不在は大きな問題です。

東急ストアでは、日配食品・パン・グロサリー・酒類・生活用品を対象に「sinops」による自動発注
を行っておりますが、特に自動発注を行っていない生鮮三品 （精肉、鮮魚、青果）・惣菜において対
策が急務でした。

また、 本部の発注システムを改修できるシステムベンダーも既に在宅勤務が進んでおり、大幅なシス
テム改修は出来ない状況です。 システム改修を最小限に抑え、緊急時に食品供給をストップさせない
ことを目的に、当社とSCSK株式会社 （本社：東京都江東区、代表取締役 社長執行役員 最高執行責任
者：谷原 徹、以下「SCSK」）が連携し、緊急時の事業継続用自動発注システム「sinops-BCP」の提
供を開始いたしました。

【事業継続用自動発注システム「sinops-BCP」の特徴】
●AI型自動発注システムを提供しているシノプスとEDIシステム大手のSCSKが協力体制を構築し、
　食品スーパー様の大幅なシステム改修を必要としない自動発注システムを構築します。
●新型コロナウイルス感染症への対応として、９月30日まで無償提供します。

東京に本部を置く東急ストアにてデータ提供が開始されており、 緊急事態宣言の中でも特定警戒地域
である13都道府県の食品スーパー様から優先的に「sinops-BCP」の無償提供を開始します。
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【本件に関するお問い合わせ】
株式会社シノプス
管理部　経営企画室

株式会社シノプス（本社:大阪府大阪市、代表取締役:南谷 洋志、以下当社）は、政府が進める温暖化対策のため「賢い選択」を促す国民運動 「COOL CHOICE」に賛同し、この運動の発信・実践に努めることをお知らせいたします。

「COOL CHOICE」は、脱炭素社会づくりに貢献する「製品への買換え」、「サービスの利用」、「ライフスタイルの転換」など地球温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」を促す国民運動です。

2015年に採択された国際的枠組み「パリ協定」を踏まえ、日本は2030年度に温室効果ガスの排出を2013年度比で26％削減する目標を掲げています。この目標達成のためには、家庭・業務部門において約４割の大幅な削減が必要であり、政府は、脱炭素社会づくりに貢献するこの国民運動「COOL CHOICE」を推進しています。

ご参考：「パリ協定」について
2015年に採択された国際的枠組みで、2020年以降の温暖化対策の世界共通の目標として、世界の平均気温上昇を２℃未満にする（さらに、1.5℃に抑える努力をする）こと、今世紀後半に温室効果ガスの排出を実質ゼロにすることが打ち出されました。

当社でも、「sinops」による在庫の最適化を通して環境への負荷低減に寄与しており、この運動への賛同に至りました。このお知らせを皮切りに、「COOL CHOICE」運動についての発信をはじめ、当社の掲げるビジョン「世界中の無駄を10%削減する」の実現によって温暖化対策の一旦を担う意気込みです。

株式会社シノプス（本社:大阪府大阪市、代表取締役:南谷 洋志、以下当社）は、政府が進める温暖化対策のため「賢い選択」を促す国民運動 「COOL CHOICE」に賛同し、この運動の発信・実践に努めることをお知らせいたします。

「COOL CHOICE」は、脱炭素社会づくりに貢献する「製品への買換え」、「サービスの利用」、「ライフスタイルの転換」など地球温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」を促す国民運動です。

2015年に採択された国際的枠組み「パリ協定」を踏まえ、日本は2030年度に温室効果ガスの排出を2013年度比で26％削減する目標を掲げています。この目標達成のためには、家庭・業務部門において約４割の大幅な削減が必要であり、政府は、脱炭素社会づくりに貢献するこの国民運動「COOL CHOICE」を推進しています。

ご参考：「パリ協定」について
2015年に採択された国際的枠組みで、2020年以降の温暖化対策の世界共通の目標として、世界の平均気温上昇を２℃未満にする（さらに、1.5℃に抑える努力をする）こと、今世紀後半に温室効果ガスの排出を実質ゼロにすることが打ち出されました。

当社でも、「sinops」による在庫の最適化を通して環境への負荷低減に寄与しており、この運動への賛同に至りました。このお知らせを皮切りに、「COOL CHOICE」運動についての発信をはじめ、当社の掲げるビジョン「世界中の無駄を10%削減する」の実現によって温暖化対策の一旦を担う意気込みです。

■株式会社シノプスの概要

商号　　　　： 株式会社シノプス
代表者　　　： 代表取締役　南谷 洋志
所在地　　　： 〒530-0001　大阪府大阪市北区梅田一丁目 12 番 12 号　東京建物梅田ビル 5 階
設立　　　　： 1987 年 10 月
資本金　　　：  405百万円

■株式会社東急ストアの概要

商号　　　　： 株式会社東急ストア
代表者　　　： 代表取締役社長　須田 清
所在地　　　： 〒153-8577　東京都目黒区上目黒 1丁目 21番 12号 
設立　　　　：1956年 10月 10日
資本金　　　：  1億円（2019年 2月末現在）

■SCSK 株式会社の概要

商号　　　　： SCSK 株式会社
代表者　　　： 代表取締役 社長執行役員 最高執行責任者　谷原 徹
所在地　　　： 〒135-8110　東京都江東区豊洲 3-2-20 豊洲フロント
設立　　　　： 1969年 10月 25日
資本金　　　：  21,152,百万円

Tel：090-1151-5760
Email： ir@sinops.jp

sinops は流通業の粗利益とキャッシュフローの向上を支援する需要予測型の自動発注システムと
して、年間で約2.2兆円超の自動発注を行っています。私たちは sinopsをただのシステムではなく、
ひとりの社員として考えています。その社員がお客様のもとで、在庫に関わる人・もの・金・時間・
情報の最適解を導き、無駄を削減します。sinopsは5つの性格を持っており、ときには先生のように、
ときには先輩のように、ときにはライバルのように、ときには恋人のように、ときには母親のよう
にお客様に寄り添い、パートナーとしてサポートし続けます。sinops はお客様とともに様々な経
験を積むことにより、お客様が理想とする社員へと、どんどん成長していきます。

■ sinops について


